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加納隆至 ･大津秀行 ･鈴木 晃
研究概要
A)中央アフリカのザイール森林における野生
ボノボの社会及び行動の研究
加納隆至 ･橋本千絵l)
ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保護区 (ワ
ンバ森林及びイロンゴ森林)においてボノボ (ど
グミー チンパンジー)の野外研究がを行っている.
目下のところ,ザイールの政情が不安定なため.
1992年9月以降現地調盃は中断しているが,デー
タのとりまとめは進行中である｡
B)コンゴにおける野生チンパンジーおよびゴ
リラの研究
加納隆至
コンゴ共和国東北部のモタバ川流域で野生チン
パンジーとゴリラの分布と密皮に関する広域調査
を行った.イ)聞き込みによるチンパンジ-とゴ
リラの所在の有無と村人による狩猟･捕食の実状,
ロ)生息地の植生,ハ)E!及び他の痕跡の分布と
密皮.ニ)道央のための植物利用.等について研
究を行った｡
C)ウガンダにおける野生チンパンジーの研究
橋本千絵l)･加納隆至
ウガンダ西部のカリンズ森林保護区において,
橋本が中心となってチンパンジーの生態学的研究
を行った｡コードラート法により生息地の植生調
査を行い.直接観察や巣･食痕 ･糞等の痕跡の分
布から,チンパンジーの生息地利用の分析を行う
一方.ハビチュエーション (人付け)を進めた｡
D)性淘汰.社会椛道に対する要因としての霊
長頬メスの緊栢戦略
大洋秀行 ･光永総子2)
霊長薫別こおける性淘汰,及び社会構造に影響を
及ぼすメスの性行動を研究している｡メスの生殖
生理学的な解析が虫要であるため.生理学研究と
共同して.これまで放飼場やグループケージ飼育
ニホンザルについて調べてきた｡今後野外研究に
応用するため,排継物中ホルモン
測定による性腺動態把握を共同で開発中である｡
E)アフリカ乾燥サバンナにおけるオナガザル
の野外研究
大津秀行
カメルーン北部のカラマルエ国立公園において,
パタスザルとミドリザルの野外研究を1984年より
続けている｡1992年はパタスモンキーの繁殖期に
社会変動と繁殖行動の関係について資料を収集し
た｡
F)オランウータンの社会.生態学的研究の続
行とまとめ
鈴木 晃
1983年より,インドネシア国東カリマンタンの
クタイ国立公園で行ってきたオランウータンの野
外調盃を継続｡(1992年12月-1993年1月).さら
にこれまでの安料と結果のまとめに取り組んだo
バジャジャラン大学との共同研究のための体制
づくりのための準備もこの間に行った｡
G)上信越ニホンザルの地域社会学的研究
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